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　ウィーメックスは、薬剤師の業務効
率化・薬歴入力時間の削減に貢献すべ
く、昨年から生成ＡＩ「ChatGPT」と
音声認識ＡＩを搭載した薬歴入力支援
システムの開発を進めている。今年５
月からはツルハドラッグの一部店舗に
おいてトライアル利用を実施。実際に
店舗で利用した薬剤師から各種機能に
対する要望を収集し、年内の発売に向
けてさらなる改良点を探る。
　薬剤師が薬歴の入力業務にかける時
間は、厚生労働省の「薬剤師の需給動
向把握事業における調査結果概要」に
よると１日当たり約１時間25分と言わ
れており、対物から対人業務への転換
が求められている薬局・薬剤師にとっ
て大きなハードルの１つとなってい
る。また薬局の開局時間中は、患者対
応・服薬指導・疑義照会・不足薬剤発
注などの業務に追われ、薬歴記載は閉
局後となるケースも多く、薬剤師の残
業時間の増加も指摘されている。
　こうした課題の解決に向けて今回ト
ライアル利用を行う「薬歴入力支援シ

ステム」では、①Webブラウザより薬
歴入力支援システムにログイン②服薬
指導時の会話を録音③録音データを音
声認識ＡＩがテキスト化し、生成ＡＩ
によりＳＯＡＰ形式に変改・表示④表
示内容を確認し、薬歴システムにコ
ピー＆ペーストで転記――という流れ
で薬歴入力の手間と時間を大幅に削減
する。対面・オンライン問わず、
いつもと同じ服薬指導を行うだけ
で、ＳＯＡＰ形式でのテキスト
表示が可能となっており、また服
薬指導ごとにデータが蓄積される
ため、時間があるときに確認・編
集・薬歴への転記作業もできる。
昨年秋に実施した社内検証では、
１件の薬歴入力にかかる時間が薬
剤種類数６種未満の場合で平均
1.5分（通常3.9分→61.5％削減）、
６種以上の多剤調剤時で平均２分
（通常6.3分→68.3％削減）と、大
幅な削減を記録したという。
　今時点では利用中の薬歴システ
ムにコピー＆ペーストで情報を転

記する仕様となっているが、今後の機
能拡張としてウィーメックスの電子薬
歴と連携し、より簡単な薬歴入力を可
能にするバージョンも開発している。
　また服薬指導の情報は、３省２ガイ
ドラインに準拠した高セキュリティー
の国内サーバーで管理しており、薬局
を含む医療機関に対してサイバーセ
キュリティー対策が義務づけられる中
で、安心して使用できる。
　ツルハホールディングスの中期経営
計画では「臨床から臨生へ」という
“治療からケアへ”を意味するスロー

ガンを掲げており、「対物から対人へ」
の進化が求められる薬局業界において
薬局薬剤師の業務を「ケアに向けて開
く」ことを目指している。同社ＧＲ調
剤戦略部長の立石大介氏は今回のトラ
イアルに関して「この新システムは単
なる作業効率化だけでなく、薬歴の中
にある非定型データをアセットとして
活用することで、真の意味でのＥＢＭ、
ＳＤＭの実践、多職種連携やかかりつ
け職能発揮のためのコパイロットとな
る」と確信している。

ウィーメックス

ＡＩで薬歴入力時間を大幅削減

　調剤薬局向けシステム開発・販売の
ズー（上田市）は、薬局、薬剤師のさ
らなる業務効率化を目指し、生成ＡＩ
を使ったクラウド型電子薬歴システム
「kusudamaクラウド薬歴」を８月に販
売開始した。同社では現在提供してい
るレセコン、タブレット、ＰＯＳレジ、
本部システムの４つで構成し、受付か
ら会計まで幅広い薬局業務をサポート
する「kusudama（薬玉）」をベースに
した新しいクラウド型システムの開発
を進めてきたが、その第１段として生
成ＡＩが服薬指導や薬歴作成をサポー
トする機能を実装し、ＰＣ・タブレッ
トどちらでも利用できる形の薬歴シス
テムをリリースした形だ。
　新薬歴システムでは、ＡＩが処方内
容、患者情報、過去の薬歴を総合的に

判断し、適切な指導内容を提案する。
指導時の会話を録音することで、ＡＩ
を通して会話内容が自動的に文字起こ
しされる。通信環境が遮断された状況
でもオフラインで録音したファイルを
後から読み込ませることで利用可能だ。
　また薬歴作成をサポートする機能と
して、処方内容や会話内容などをもと
に、ＳＯＡＰ薬歴の下書きをＡＩが作
成する。薬剤師はチェックと修正を行
うだけで薬歴を完成させることがで
き、会話内容から重要なキーワードを
ＡＩが自動でピックアップして、既往
歴やアレルギーなどの基本情報を取得
して転記できる。また、検査値が記載
されている用紙をタブレットで撮影す
れば、適切な項目に自動で値が入力さ
れる。これらの機能により、薬歴記載

の時間を大幅に短縮できるという。
　在宅訪問の機能も充実している。施
設ごとに訪問予定を管理でき、計画書
や報告書を一括作成・印刷が可能だ。
報告書作成にもＡＩを活用し、薬歴の
内容をベースに報告書の形式にまとめ
ることもできる。
　さらにタブレットのカメラや
Bluetooth接続のリーダーを用いて、
薬剤のＧＳ
１コードを
読み取り、
処方内容と
ピッキング
した薬剤が
合っている
か機械的に
チェックし
てミスを未
然に防ぐこ
とができる
など、ピッ
キングや調

剤監査のサポートも充実している。
　「kusudamaクラウド薬歴」について、
今後は処方入力やレセプト請求、在庫
管理、本部、ＰＯＳレジなどの機能追
加を予定している。最終的には調剤の
情報とＰＯＳの購買履歴を統合し、ヘ
ルスケア台帳としてもご利用できる
オールインワンの調剤システムを目指
している。

ズー「kusudamaクラウド薬歴」

オールインワンの調剤システムへ


